
　24点を遥かに上回る非常に強いエネルギーが出せる方なのです。しかし、その強いエネルギーには
　持続性がありません。普段はその本能のエネルギーの放出量は低いけれど、必要に迫られるとなると
　瞬間的にとか、非常に短い時間強いエネルギーが出せる方なのです。
　何れに致しましても、算命学ではエネルギーの指数は、高低何れにも片寄らず、程良いバランスがとれて
　いる形を理想の型と考えています。

　天中殺の方向と位置　

六つの天中殺には、下図のようにそれぞれ方向と位置がある…と考えているのです。
そして、それぞれの場所には意味があり、天中殺になるとその場所が意味しているものが失われやすくなる
と考えられているのです。(時間と空間が一致していないために起る現象だからです。)
それはその方向や位置が、まるで宇宙に放り出されような状態になるのが天中殺なのだと考えるのです。

　　　　　　　　　　　　　　 　 　　辰巳天中殺　
　　　　　　　　　　      　

●精神的なもの(理屈・理論)で形成される心

　　　　　　　　　　　　　　　　    　●心の世界

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　天上　

 　西　　　　　　　　　　　　　北　

　　申酉天中殺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子丑天中殺　　

　　　　●配偶者・補佐役の場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●父親・目上・上司の場所
　　　　●家庭の安息　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　  ●精神の終わり
　　　　●休息・憩いの場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●人生の先達の場所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●知恵による反骨精神

　

　　　　　　　　　　南　　　　　　　　　　　　　　         　東　

　　　　午未天中殺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寅卯天中殺　　
　　　●子供・部下の場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ●母親・きょうだい
　　　●精神の出発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　友人・恋人の場所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　中央                            　   ●現実的なものの出発
                         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　●行動による前進力

                                                                       戌亥天中殺　　　　　　　　　  ●社会的な行動     　　    
　　　　　　　　　　　　  　●家系の流れ   ●精神と行動の交叉　●現実的行為
　　　　　　　　　　　　　　  　●体験で形成される心  ●自分の心を支えるもの

天中殺の宿命は、それぞれが位置している場所と、その場所の意味するものが失われやすくなるのです。
そうしますと、自分が位置している場所とは正反対の位置の意味するものを本能的に引き入れようとするのです。
例えば、寅卯天中殺の場合ですと東に位置していますが、東の場所が意味している「母親」や「きょうだい」「友人」
などにとかく縁が無くなるわけです。そうしますと、東とは正反対に西が位置する場所の意味に本能的に片寄りがちに
なるのです。西の場所が意味しているものは「配偶者」「補佐役」「家庭」「休息」「憩い」ですから、西の意味して
いるものを自分自身では気がつかなくても、積極的に取り入れようとするのです。
同様に、北に位置している『子丑天中殺』の場合は、南の場所が意味しているものを、そして、西に位置している『申
酉天中殺』は東の場所が意味しているものを、天上に位置している『辰巳天中殺』は中央を、それとは逆に『戌亥天中

殺』の場合ですと天上が意味しているものを……というように、それぞれ本能的に求めて引き入れようとするのです。
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